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Mariann Bienz博士は、イギリスを代表する国際的な国立研究所である
MRC分子生物学研究所の部長を務められており、これまで「Wntシグナルと
がんとの関連」についてたえず世界の第一線の研究を行ってきております。
また、Nature、Cell、Science及びそれらの姉妹誌をはじめ国際一流学術
雑誌に多くの重要な成果を発表し、Friedrich Miescher賞など受賞されて
います。この度、上記タイトルについてご講演頂くことになりましたので、 

是非ご参集下さい。 

 

主催：神戸大学グローバルCOEプログラム 「次世代シグナル伝達医学の教育研究国際拠点」  

Mariann Bienz, Ph.D. 
Divisional Head 

 

MRC Laboratory of Molecular Biology 

 【日時】 平成２４年５月３０日（水） 
    １５：００～１６：３０ 

【場所】 B講義室（臨床研究棟５階） 

“Mechanisms of Wnt signaling: signalosomes and degradasomes” 

【連絡先】シグナル伝達医学グローバルCOE事務局 
         TEL：078-382-5370  E-mail: gcoestm@med.kobe-u.ac.jp 
          (担当：細胞生理学分野  南 康博 （内線 5561） 


